
場 所：東京ニ1二業大学西8号舘（W）809号室  

テーマと講師：  

（1汀召二産システムにおける待ち行列・確率モデル」   

申出康一（名1IT屋二】二業大学）   

年三産システムにおけるJIT，SCM，TOC（Theory  

of Constraints）の概念を整理し，有限バッファをも  

つ直列型生産ラインの生産指示ソナ策と，多能二l二とU  

次ラインからなる生産システム解析モデルを紹介した．  

今後のノノ‾向性として多．1占梓・多段階スケジューリング  

や物流。物一品納入を含めたモデル構築とその最適化を  

挙げた．  

（2）「矧、机充休入山力のあるマルコフ変調流体待ち行列」   

高田寛之（けけl東京理科大学）   

ある罷の流体の瞬時人J・lり」を持つマルコフ変調流体  

待ち行列を耽り上げ，バッファ容量の標本路がSkip－  

Freeとならないことに起因する解析の困難さを解説  

した．次に集セ1人力と集団出力を指数分布と仮定する  

ことで，バッファ容量の定常分布を導骨，できることを  

示し，導Hされた分布が才旨数行列形式で衣現できるこ  

とを説明した．  

。第171回  

日 時：5IJ17Ⅰ1（・卜）14：00～17：00  

出席者：30名  

場 所：東証1Ⅰ二葉大学西8号館（W）809号室  

テーマと講師：  

（1）「可変伝送レートを提供するシステムの待ち行列モ  

デルについて一次世代移動体通信システムを例として  

－」   

河西憲一（群馬大学）   

WLCDMAノノ式における直交叶変拡散率（0VSF：  

OrthogonalVariableSpreadingFactor）符－ぢ－につい  

て紹介し，0VSF符合の効率的な配分Ⅰ汀j題について  

説明した．次にリソース配分問題定式化のための杵ち  

行列モデルについて現在までの研究状況および今後の  

研究課題について報告した．  

（2）「スペクトル法によるMAPの解析とそのトラフィ  

ック。データへの応鞘」   

内村彰一（東京理科大学）   

マルコフ到着過程（MAP）を人力とする単一サー  

バ待ち行 列のスペクトル解析法およびEMアルゴリ  

ズムによるMAP行列の推定法を説明した．次に数植  

例として，ツリー構造を持つMAPに実トラヒックデ  

ータの過川例を報告し，系1月客数分布について軽負荷  

（73）537   

⑳COM。APS（先進的スケジューリング）⑳   

・第21回  

日 時：4月18日（金）18：00～20：00  

出席者：45名  

場 所：音Il」学院大単音山キャンパス総研ビル9階第  

16会議室  

テーマと講師：「半導体」二場におけるスケジューリン  

グシステム通用事例」   

前田モー．一彦（富士通㈱生産技術本部）   

スケジューリングシステムPRESTOの概要及びJ‡そ  

導体⊥場への二つの適用事例（HDD磁気ヘッド及び  

LSIの製造二l二場）が紹介された．PRESTOは■▲Ⅰ二域に  

おける実行管理システムと連携し，スケジューリング  

には市販パッケージを利 用している．質屋応答では，  

ディスパッチングロジックのポイントとなる［l樵什掛  

量の動的最適化などに関して議論された．  

・第22回  

日 時：5月9日（金）18：00～20：00  

出席者：42名  

場 所：青山学院大学青山キャンパス総研ビル9階第  

16会議室  

テーマと講師：「適応型サプライチェーンマネジメン  

トシステムの適用」   

鈴木洋二郎（IBMビジネスコンサルティングサー   

ビス）  

「予測を正確に行う」ことよりも「想定外の事象に  

いかに適応するか」が重安である昨今の状況を踏まえ，  

状況変化に強いSCMシステムの構築のための考え方  

を論じた．具体的には，商占ご－カテゴリ全体の需要錆を  

予測することを基ノ1■薫とし，指示や情報のやりとりが双  

方向の「適応型」の意思決定力法に基づくSCM シス  

テムを提案し，その利1－こ（や構築の方法を説いた．   

⑳待ち行列㊧   

。第170回  

日 時：4月19日（土）14：00～17：00  

出席者：28名  
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では良好な結果が得られる一方，高負荷時では特性量  

の予測が困難であることなどを示した．   

㊥ゲームと実験⑳   

・第1回  

日 時：4月19日（土）16：15～17：45  

出席者：25名  

場 所：東京工業大学大岡山キャンパス西9号館707  

号室  

テーマと講師：「Banzhaf permission values for  

gameswithapermissionstructureJ   

Dr．Rene’van den Brink（Department of   

Econometrics，FreeUniversity，Amsterdam）   

協力ゲームにおいて，各プレイヤーが，自分より上  

の地位にいるすべてのプレイヤーから許可をもらう必  

要があるケースと，少なくとも一人のプレイヤーから  

許可をもらう必要があるケースを吟味し，公平性，単  

調性，中立性などの公理によるバンザフ値の特徴づけ  

をおこなった．  

。第2回  

日 時：5月17日（土）16：15～17：45  

出席者：20名  

場 所：東京工業大学大岡山キャンパス西9号館707  

号室  

テーマと講師：「内発的動機づけを考慮したインセン  

ティブ。システムの設計問題について」   

桧村良平（東京工業大学社会理工学研究科価値シス   

テム専攻）   

従来の成員の動機づけに関するエージェンシー。モ  

デルは，あくまで金銭的動機づけの方法しか扱ってい  

ない．しかし，仕事そのものの魅力がもたらす内発的  

動機づけも組織のアウトプット向上に重要な役割をも  

つことは，Deciらの主張するところである．そこで  

どのようなときに動機づけコストを大きくするのが効  

果的であるのかを分析した．   

◎不確実性下のモデル分析とその応用⑳   

・第7回  

日 時：5月17日（土）14：00～17：00  

出席者：10名  

場 所：九州大学経済学部2階中会議室  

テーマと講師：  

（1）「多段ファジィ推論を用いた電力事業リアルオプシ  

ョンの評価とその応用」   

高木 昇，時永祥三（九州大学大学院経済学研究   

院）   

火力発電所などの稼動と休止を決める問題に対し，  

時系列予測の手法として多段ファジィ推論を用い，数  

期先までの価格予測を実施，これにもとづいてリアル  

オプションを適用する方法を用いる．これにより，シ  

ミュレーションをベースとして決定より利益が上回る  

ことが示された。また，価格変動を需要に置き換える  

拡張について議論した．  

（2）「電子データ交換を介した企業間連係の因果モデル  

分析」   

松野成悟，時永祥三（九州大学大学院経済学研究   

院）   

EDIの実態についてのアンケート調査結果を紹介  

し，企業がEDIを推進する要因とその相互の因果関  

係を導出する問題を考察した。因子分析とSPSSの  

AMOSを用いて「オープン指向」「システム化指向」  

「EDI推進モーティブ」の3つ潜在変数を抽出し図式  

化した．また，実際に行った企業のヒアリング結果を  

紹介した．  
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